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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・個人情報保護のアンケートを12/20までに、メールにて東病棟の中野スタッフへ返信して下さい。

・次回歯科診察は12月22日（木）となる。

＜患者様連絡事項＞

・松川　順子様～14:30サービス調整、退院後の生活準備整い退院となる。

・松若　千代司様～療養環境変更にて西病棟より北病棟302号室へ転入となる。

・松谷　和也様～302号室より401号室へ変更となっている。

　　　　　　　　受け持ち担当は、衣類等の購入のお金預かっているのであれば、日程調整し買い物に行くよう進めてください。服薬カレンダーは、本日購入している。

・千葉　光広様～服薬カレンダー、本日購入している。

・三上　勇様～冬期間であり道路凍結している為、買い物代行としている。

・高橋　康満様～十和田市役所の生保担当者の病状調査行なわれる。現在の病状、ＡＤＬについて、退院後の方針としては当法人の関連施設への入所を検討していること伝えている。

＜転入患者様情報＞

患者様氏名：若松　千代司様（62）　男性

　　主病名：統合失調症

  　合併症：急性アルコール中毒

　入院形態：医療保護入院→任意入院（H28.12.14に切り替え）

　　主治医：田名部Ｄｒ
入院年月日：H28.12.2

保護者：次姉（下舘　眞理子様）

【経過】

　H2年頃、幻聴・妄想、不眠等の症状が出現し、飲酒量が増加。H18年頃より幻聴・妄想が増悪して、H19.11.14当院を初診。　以後当院への通院地域活動支援センター「青明舎」利用を継続。清潔保持が困難で、飲酒量の増加が目立ち、指導・援助を要していた。H24年8月、金銭がないことを理由に受診を拒否。翌9月初旬より食事摂取をせず、下痢等の不調が出現。怠薬もみられ睡眠も悪化。H24.9.21姉と共に病院・「青明舎」職員が自宅訪問し、同日、当院1回目の入院。H24.11.20退院後、当院への通院を継続。　H27.12.2受診予定であったが来院せず「青明舎」職員が自宅を訪問。自宅内で倒れているところを発見され、職員同伴にて当院を受診。酒臭・歩行困難な状態であり、急性アルコール中毒疑いにて同日当院2回目の入院。

　西病棟Bユニットにて加療中では、「物忘れ」が増えてきたとの発言あるが、情動面は落ち着き、妄想による他者への迷惑行為はなし。12/6の診察では入院時に訴えていた複視症状があるとのことだが、各種プログラム導入し、拒否なく参加すること出来ている。夜間の睡眠も確保出来、以前に比べて歩行時のふらつきもみられない。

　退院先として入院時には自宅（単身）を予定し、外出訓練・退院前訪問指導・その他サービス調整を行っていたが、薬剤の副作用・身体機能の低下等から退院が難しい状況になっていた。今後は退院先を含め、検討・支援をしていく必要がある。

【備考】

受け持ち担当：西山ＮＳ、横町ＣＷ

ＧＡＦ：25

継続指示：便秘時シンラック液15～30滴

検温：血圧3検　体重：週1回

ＯＴ/リハ：Ｂグループ　ＳＳＴ：③グループ

食事：粥（2000kcal）・ｷｻﾞﾐ・パン麺禁　（咀嚼せずに流し込む様に摂取する誤嚥注意）

日常生活面：声掛け確認要す

障害基礎年金1級　受給中

精神障害者福祉手帳1級　受給中

重度心身障害者医療費助成制度　受給中

本人の通帳は、当院で預かっている（入院費支払い医事へ確認必要）

⇒小遣い等、2～3日中に姉様が、来院予定のため確認して下さい。

（姉の連絡は、14時～22時までは仕事の為、繋がりにくい。）

ロッカーの鍵は、いったんスタッフ預かる。

